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南成瀬中学校【生活のきまり】（一部紹介します） 

携帯電話の対応 

１ 原則として携帯電話の学校への持ち込みを禁止する。（ご家庭の事情でどうしても持たせないとならない場合の 

み許可をしています。ご相談ください） 

→ 例：「塾にそのまま行くから」などの理由は認めていません。 

２ 緊急で携帯を持たないとならない場合は、生徒手帳にその旨を保護者が記入し、朝、学級担任に携帯電話を預 

ける。下校時に返却となる。 

３ 許可なく携帯電話の学校への持ち込みが発覚した場合はその場で没収する。その後、保護者に返却する。 

『ＳＮＳ南成瀬ルール』 

 

１．自分や他人の個人情報を載せたり、誹謗中傷をしたりしない。 

２．利用する時間や終了時間を決めて使おう。特に定期考査一週間前は使用時間を減らそう。 

３．フィルタリングをつけよう。 

４．家庭のルールを決めよう。 

 
SNS を正しく利用していくために保護者の方へお願い 
 入学時に携帯電話を持たせるご家庭もいらっしゃると思いますが、SNS を使用させる前に、「家庭のルール」は必ず
決めてください。 
また、ルールを守れなかった時のルールまで決めておくことが大切です。購入する前の話し合いを十分にとったうえ

で、購入するかどうかの判断をお願いいたします。 
（既に持っているお子様は再度ルールの確認をお願いします） 

 

南成瀬中学校は 

「共生 自立 貢献」を教育目標に教職員、保護者、地域が一体となって取り組んでいる学校

です。 

≪生徒の様子≫ 

NANNARU PRIDE 

【手本を示せる学校】 

行事、日々の生活の中で、先輩が模

範となり後輩がその姿を見て目標に

する伝統があります。 

 

【あたりまえを大切にする学校】（授

業も集中して取り組める環境です）

あたりまえを大切にできることで、落

ち着いた学校生活となり、生徒の安

心、安全につながっています。 

 

≪学校の様子≫ 

【委員会活動が盛んな学校】 

生徒会本部を中心に、各委員会が

積極的な活動を行っています。生徒

が主体的に活動することで生徒の自

信にもつながっています。 

【部活動が成長できる場】 

部活は複数顧問制を取り入れ、活動

時間中は顧問が指導につけるように

教員同士の連携を密にとり、活動し

ています。 

【きまりについて】 

生活のきまりについては、きめ細かく

丁寧に対応しています。守れない場

合はきちんと注意します。 

 

≪教職員の様子≫ 

【生徒第一】 

生徒一人一人に寄り添った対応を

心がけています。また、一人の生徒

を一教員だけが関わるのではなく、

全教職員で見守る体制を大切にし

ています。 

 

【丁寧な対応】 

生徒、保護者の方が相談しやすい

雰囲気を心がけ、教職員同士も互

いを認め合い、温かい雰囲気を心

がけています。 

 



【身だしなみ】「頭髪」 

 ①誰が見ても爽やかな印象であること、授業に支障が出ないようすることが望ましい。   

※清潔であること。整髪料をつけないこと。染色や脱色、剃り込みは避ける。また、パーマ、華美なヘアアレンジなどは避

ける。 

（儀式の時、前髪が邪魔になっている、はらわなければいけない場合は、ピンでとめる。） 

②ピンやゴムの色は黒・紺・茶色系とする。（飾りの目的で用いない。）    

 ③色つきのリップクリーム等、化粧類、アクセサリー（ピアス等）は使用しない。 

 

服装・頭髪についてのきまり 
 生徒、保護者、PTAの方からのご意見をいただき、教職員で話し合い、変更していく必要のあるものは柔軟に変更するよう対応しています。 

 
 

標 

準 

服 

   

儀式着 

・ブレザーを着用する。 

・白の長袖ワイシャツを着用する。※シャツの下に肌着を着る。（Tシャツでワンポイント可・ワイシャツか 

ら透けない色） 

・ズボンかスカートを着用する。 

・ネクタイを着用する。 

・ベルトを着用する。 

※色は黒・紺・茶で穴が１つのものを基準とする。２つ穴のものは避ける。 

※ブレザーのボタンは締める。 

※スカート丈は膝にかかる長さとする。 

通常の生活 

・白のワイシャツを着用する。※シャツの下に肌着を着る。（Tシャツでワンポイント可・ワイシャツか 

ら透けない色）また、暑い日はポロシャツ（白・黒・紺）を着用してもよい。 

・ネクタイは着用してもしなくてもよい。 

・ズボンかスカートを着用する。 

・ベルトを着用する。 

色は黒・紺・茶で穴が１つのものを基準とする。２つ穴のものは避ける。 

※スカート丈は膝にかかる長さとする。 

・衣替えはありません。その日の天気や気温に合わせて服装を選び登校してくる。 

・【入学式・卒業式・始業式（4月.1月）・終業式（12月）・修了式（３月）】は儀式着とする。 

・5月～11月については体育着でも標準服でもどちらを着用してもよい。 

靴 

 ○靴は、体育時に使用できる運動靴とする。（革靴は可） 

（運動靴は学校に置いたままにしない。必ず持ち帰ることとする。） 

上
ば
き 

 ○必ず記名をする。（前・後ろ） 

○汚れたら家に持ち帰り洗う。（月に一度程度） 

〇上ばきの底の色は白を原則とする。 

○体育館ばきは、かかとのみ記名する。 

く
つ
下 

 ○色は黒・白・紺・グレーを基準とし、華美なものは避ける。ワンポイント程度とする。  

 朝礼、儀式的行事などではくるぶしが隠れる長さのくつ下とする。  

防
暑
・防
寒 

○マフラーは、極端に長いものや派手な色は避ける。 

 ネックウォーマー、スヌードでもよい。 

○セーター、ベストを着る場合、指定のものを着用する。 

 セーターのみでの登下校を可とする。 

○コートの色は黒・白・紺・グレーを基準とし、ダッフルコート、Pコート、ダウンジャケットとする。 

（置き場所は自分のロッカーとする。） 

○防寒のためのタイツは認める。（色は黒、紺で無地なものが望ましい。） 

○ひざかけなどの使用は不可とする。 

寒い場合は、セーター、タイツを着用する。 

か
ば
ん 

○学生カバン、リュックサック、またはスポーツバッグとする。（華美なものは避ける） 

○キーホルダーは目印のために許可する。（必要以上につけることは避ける。筆箱も同様とする。） 


